
平成２６年度「岐阜県ふるさと教育週間」実施報告書 

学 校 名       白川町立白川小学校 

実 施 期 間 平成２６年１１月５日（水） 

 
 
実 施 概 要 

  

 
○秋まつりを実施し、学習成果発表と感謝の会を兼ねて、保護者、地域指
導者の方、敬老会の方、保育園児を招待した。 

実 施 内 容 
 

学習・取組の分野 
 自然   □歴史   □文化   産業   その他  

公開の方法
 □授業公開 成果発表 交流活動 □講演会等 
 □地域行事等参加 □その他 

来 校 者 数 
保 護 者              ４０ 人 

  計      ８０ 人  
地域関係者              ４０ 人 

 

実 施 状 況 

 

【１・２年生】 

・自然体験で集めた木の実や牛乳パック、段ボール等、身近なものを利用しての工作作りを

参加者の方と一緒に行った。 

・工作活動に参加された方に、木の実等で作ったマラカスやコマ等をプレゼントした。 

・地域の営農組合の方の指導のもと、１・２年生が育てたサツマイモをふかしイモにして参

加者全員にふるまった。 

【３年生】 

・手もみ茶体験で作ったお茶をいれ、参加者にふるまった。 

【４年生～６年生】 

・地域での福祉体験学習を生かし、参加した地域の高齢者と交流をした。 

・保育園交流を生かし、園児と共にまつりを楽しんだ。 

・秋まつり会場に勤労生産学習で育てた菊をかざり、参加者と交流をした。  

 

成果及び課題 

 

 

参加者の声 

 

 

○学習の場を地域にも拡げ、その成果を地域の方々に理解していただくことができた。 

○地域の指導者の方々に日頃の感謝の気持ちを伝える事ができた。 

○秋まつりを通して児童が人とのふれあいの大切さや地域のよさを体感することができた。 

○参加者に工作に取り組んでもらうという新しい取り組みは好評だった。 

・「工作体験型は、今までにないコーナーで楽しかった。楽しいコーナーばかりだったが、

全部回れなくて残念だった。」（地域の方） 

・「お茶を上手にいれてくれて、とてもうれしかったです。」（お茶の学習の講師の先生） 

・「工作を作る活動はとても楽しかった。お茶、おいもはとてもおいしかった。」(保護者) 



 


